




うです。糸瓜の花が咲き誇る中，刻々と死に近づ

いてゆく己自身を突き放すような形で「仏」と子

規は表現したわけです。

A;いわゆる一つの客観写生というやつですね。

B;これにからめた形で「病床六尺」の中の言葉を

私は生徒に紹介しています。ご存じのように子規

の病気は脊椎カリエスです。七転八倒するような

痛みが彼を襲うわけです。そんな中で彼は平然と

こういうことを書いているんですね。「余は今迄

禅宗の所謂悟りという事を誤解して居た。悟りと

いう事は如何なる場合でも平気で死ぬることだと

思っていたのは間違いで，悟りという事は如何な

る場合でも平気で生きていることだった」

A;なかなか深くて重い言葉ですね。

十月

有明や浅問の霧が膳を這ふ

小林一茶

B;これは高校時代国語の便覧を読んでいて出会っ

た句ですが，極めて切り詰められた無駄のない表

現で的確に情景を描写してみせた見事な句だと思

います。まず「有明」で時間帯が設定される。西

の空にまだ有明の月が残っている。早朝です。次

に「浅問」で場所がわかる。一茶が江戸から故郷

の信州に戻る時，浅間山の近くに宿をとったわけ

ですけど，その時の句です。次に「霧」で季節が

わかる。秋です。当時の旅人は早起きです。夜に

なったら暗くてもう動けないわけですから，お日

様の出ている時間を最大限利用しようとする。日

の出とともに出発です。ですから，まだ暗いうち

に起き出してきて，東の空が白々としてくる頃に

朝食の膳に向かう。山間の土地で早朝という時間

帯ですから，霧がたちこめている。朝食の膳に向

かっている一茶の膝頭のあたりにぬうつと霧が流

れてくる。その動感を「這ふ」という語で一茶は

表現したわけです。今，一茶の目の前にあるのは

小さな朝食の膳しかし漂ってくる霧の向こう側

には見えないけれども，巨大な浅間山が聟え立っ

ている。ここには小と大の対比があるわけです。

そういう句は他にもあります。「雀の子そこのけ

そこのけお馬が通る」なんていうのはよく知られ

たものです。これは雀と馬といったレベルの対比

でしかありませんが，「蟻の径雲の峰より続きけ

ん｣，「蝸牛そろそろのぼれ富士の山｣，これらは

極小と極大と言ってもいい対比なんじゃないかと

思います。

今日からは日本の雁ぞ楽に寝よ

小林一茶

B;大学時代は夏休みとか春休みとか,1ヶ月近く

日本を離れ，アジアやヨーロッパを旅するという

ことが結構ありました。長旅を終えて，到着ゲー

トに降りたって，いつも思い浮かべる俳句があり

ました。それがこの一茶の句です。この句は国際

空港の到着ロビーに掲げるといいんじゃないかと

も私は思っています。何か私には目に浮かぶよう

なんですね。穏やかな秋の日，信州の田んぼの畦

道で，老一茶が暮れなずむ西の空を見上げている。

隊列をつくって飛んでくる雁の姿が目に映る。長

旅，お疲れ様，しかし，おまえさんたちも今日か

らは日本の雁だ，この地でゆっくり休んでいって

くれ。そんな思いで老一茶は目を細めている。そ

うした小さな生き物への温かなまなざし。それが

一茶の句を特徴づけているのではないかと思いま

す。

A;そのあたりのことに関しては一茶の生い立ちが

関係しているのではないかという話がありますよ

ね。

B;幼い時に実母と死に別れ，その後継母がやって
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ずの詩にも明と暗の対比があります。

A;「祭り」と「弔い」ですね。

B;実にうまいと思います。まず先に人間の視点か

ら大漁を描く。大漁というのは人間にとってめで

たいことです。そこから視点をぽ－んと海の中に

切り替える。鰯の視点に立って言うと，大勢の仲

間を失ったことになるわけですからこれは悲しい

ことになるのですが，「祭り」という言葉がその

前にあるが故の効果というのがここにはあるんだ

と思います。行間からふっとたちのぼってくるえ

もいわれぬ側々とした寂しさ。これは他になかな

か類を見ないものだと私は考えています。

A;自死で終わる幸薄き彼女の短い人生に思いを馳

せると，なおのこと，そういった寂しさが身に

迫ってきますね。

B;そうですね。

親思ふ心にまさる親心

今日のおとづれ何と聞くらむ

今にして知りてかなしむ父母の

我にしまししその片思い

吉田松陰

窪田空穂

A;さて，親と子ですか。

B;10月27日が吉田松陰の命日なので，このあたり

に持ってきました。安政の大獄で処刑されること

となった松陰が死の間際に詠んだ辞世の句の一つ

です。最大の親不孝は子供が親より先に死ぬこと

とよく言いますが，いよいよ自分は刑死の日を迎

えることとなったが，その日の到来を親は今頃ど

ういう思いで受け止めていることであろうかと詠

んだものです。後者の歌の方に関しては，いろい

ろ思い出深いものがあるので，お時間を頂戴した

いと思います。

あれは忘れもしない，大学四年の春のことです。

田舎に帰るつもりもないし，国語教師になる気も

ないんで，敢えて単位を落とし留年の道を選んだ

んですね。で，スペインのコルドバの電話局から

親に電話して言ったんですね。「あ，わり－。大

学卒業できんがなったわ。教員採用試験の件だけ

ど，そっちの方で適当に断っておいて｣，がちゃ

ん。

A;それはひどいですね。

B;当時教職員課にいらっしゃった高校時代の恩師

で後にI高校の校長先生におなりになったS村K

了先生にも「だらなことしくさって。前代未聞や

ぞ」と言われました。この場を借りて改めてお詫

び申し上げます。

A;教員生活のスタート時点からゴーイング・マ

イ・ウェイだったわけですね。

B;いや,それ以前からです。

A;で，結局，何で金沢に帰ってくることにしたん

ですか。

B;忘れもしない，あれは1988年7月24日，その前

日石川県で教員採用試験受けて，夜行で東京に戻

り，東京都の教員採用試験を受けたんですね。

1時から制限時間90分で三つ目の試験が始まりま

した。で，私，60分で答案，書けてしまったんで

すね。まあ何しろ，その前年，メキシコから試験

の二日前に日本に帰ってきて，それでA採用とい

う人間ですからね。ははは。最近，「塾へ行かな

いと，だらけて勉強できない」とか言う高校生が

いますけど，私なんか「何なんだろう」って思っ

ちゃいますね。その気になればメキシコにいたっ

て勉強はできるんですよ。教採受かるんです。で，

話を東京都の採用試験に戻すと，こちとらは完全

にもう終わってるのにみんなまだカリカリ答案を

書いている。こんなの,60分で十分じゃないかと

思っていたんです。で，2時半にベルが鳴った。

試験官が言うんですね。「はい，そこまで」ああ
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終わった終わったと思って答案を裏返してみると

A;問題が裏まで続いていたと……

B;つまり，その試験会場における一番の馬鹿は自

分自身だったというわけですよ。で，その時思っ

たんですね。「駄目だ，こりや｡」

A;で，金沢に帰ってきたと。

B;だってそうじゃないですか。確かに私，抜け作

ですよ。でも小中高大とどれだけ試験受けてきた

と思います。そんな初歩的なミスやらかしたこと

なんて一度もない。なのによりによって東京都の

教員採用試験に限ってそういうミスをやらかして

しまう。何か見えない大きな力が私を金沢に引き

戻そうとしている。そういうふうに観念して金沢

に帰ってきた次第です。で，そんな時，我が母君

が私に教えてくださった歌が窪田空穂のこの歌な

んです。で，何を言うかというとおっしゃるんで

すね。「おまえは自分のこと心配せんでいいと言

うけど，親というのはそういうもんなんや。親の

気持ちは親にならんとわからん。おまえも早く親

になれ。私の言うことがわかる」その時はうる

さいな－と思っていたんですけど，今にして本当

に思いますね。私が母親から教わった最大のこと

はこれだなあって。「親の気持ちは親にならんと

わからん」と。

A;で，「今にして知りてかなしむ父母の我にしま

ししその片思い」ですか。

B;ちなみに「続・マーフィーの法則」という本の

中にこういうのが載っています。私は片思いの法

則と呼んでいます。「人を愛している時は，どん

なひどい仕打ちを受けても許してしまう。愛され

ている側は知らず知らずのうちにひどい仕打ちを

してしまう｡」

A;要するに「惚れた弱み」というやつですね。

B;「恋愛において強いのは男だ，いや女だ」とい

うような議論がよくなされがちなんですが話は単

純なんですね。先に惚れてしまった方が弱い立場

に立たされる，そういうものなんです。子供だっ

て親のことを思っていないわけじゃないんですけ

ど，親の子供に対する思いに比べれば，これは片

思いみたいなものなんですね。

あと，窪田空穂には子供のことを詠んだこうい

う歌もあります。「親心愚かしぐして必ずや生き

て帰ると頼みたりしを」これはシベリア抑留で亡

くなった次男のことを詠んだものです。

十一月

海に出て木枯らし帰るところなし

山口誓子

B;この季節になると，シベリア大陸の方から冷た

い季節風が吹いてきて木々を少しずつ裸の状態に

していきます。はるか海を越えやってきた木枯ら

しは野を吹き抜け，山を吹き抜け，町を吹き抜け，

再び海に出るが，どこまで言ってもおまえさんた

ちには帰るところがないんだね，さぞや寒かろう，

寂しかろう……そういうふうにこの句を受け止め

てもいいんですが，背景にあるものを押さえて見

返すとまた哀切極まりないものが浮かび上がって

きます。授業では，「木枯らし」はいったい何を

意味しているか，考えてみよう。そういった問題

も出しています。と言ってもノーヒントではあま

りに難しいのでヒントを出しています。この句は

昭和19年のll月に詠まれたものなんですね。

A;戦争に関係ありそうですね。

B;はい，そうです。それでもわからないようであ

れば，「木枯らし」って「風」ですよねというヒン

トも出したりします。

A;それでわかりました。「カミカゼ特攻隊」のこ

とを詠ったものですね。

B;そうなんです。最初の特攻隊が飛び立ったのが
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ます。

A;何ですか。

B;それに関して答える前に尾崎放哉の半生につい

て触れておきたいと思います。東京帝国大学の出

身ですが，いくらか圭角のある人間だったようで

すね。仕事につくんですが，人間関係がうまくい

かずドロップアウト，晩年は寺の堂守りをしなが

ら句を作り続けます。さっきの問いに答えておき

ましょう。浮かび上がってくるもの，それはずば

り「孤独」です。要するに，友達がいない。話し

相手がいない。それで鶏相手にぶつぶつやってい

る。爪を切った指をただ眺めている。

A;無茶苦茶，寂しいやつですね。

B;そうなんです。この句を通して生徒に語ってい

るのはこういうことです。尾崎放哉みたいに世の

中のあれやこれや煩わしいことを断ち切って自由

に生きることに人は憧れるかもしれない，けどそ

の先には大なり小なり孤独が待ち受けていること

を人は覚悟しなければならない，

A;自由と孤独というのは背中合わせになってるっ

てことですね。

疎くなる人を何とて恨むらむ

知られず知らぬ折もありしに

西行

B;「恋人にとって愛する相手とは世界の透明性だ」

というのはバタイユの至言ですけど，ここにはそ

うした世界の透明性を喪失した人間の憂悶とﾛ申吟

が実に端的に表れていると思います。「遠ざかり

ゆくあの人のことをどうして私は恨んだりするの

だろう。私があの人に知られず，あの人が私のこ

とを見知らぬ折もあったというのに（二人は出会

わなかったと思えばいいのだ)」と理性の上では

理詰めに未練を断ち切ろうと自らに言い聞かせて

いるのですが，いかんせん，恋という感情はそん

な聞き分けのいいものじゃない。

A;「恋愛は戦争に似ている。始めるのはたやすい

が，終わらせるのは容易ではない」という言葉が

誰だったかの言葉にありましたね。

B;私の知った人間でこういうやつがいますね。高

校時代，部活の後輩といろいろあったんだけど，

東京の大学に行ってうまくいかなくなった。それ

で九月母校の文化祭に戻って映画の上映会をやっ

ていると，その女がひよこっと現れてにやにや笑

いながら言うんですね。「先輩，びっくりするも

の見せてあげる」で，何だろうと思っていると，

あろうことか，新しい男を私の前に連れて来やが

るんですね。私のいない間に，金大行った男とつ

きあい始めてやがんの。それも私の小学校時代か

らの友人と！あてつけがましく見せびらかしに来

やがんの！

A;あれ，知人の話なんじゃなかったでしたつけ？

B;…………………。

A;…………………。

B;あはははは，そうそう，そうですよ。知人の話

です。あくまでも知人の話，知人の話。けど，思

いませんか。ヤな女だよな－．

A;むつちや性格悪いですよね。

B;でしょでしょでしよ。

A;何か異様に力，入ってません？

B;いや－，別にそんなことないですよ。

A;でもその時，どど－んと落ち込みまくっている

と，「先輩の映画見てファンになりました。サイ

ンしてください」と二つ下の後輩がやってきたと。

それが現在の女房だと。

B;まあ，「捨てる神あれば拾う神あり」ってところ

ですね。けど，先の女との話には後日談がまだあ

るんです。

(後日談，延々と続く。長いので省略｡)
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A;何なんですか，それは。そんなんだったら，い

くらでもできるじゃないですか。「ウイッキーさ

ん日本語うまい冬の朝」だとか「オロゴンさん日

本語うまい春の宵」だとか。

B;でしょう。そんなのが現役で超一流大学に入っ

て，今じゃ大学の准教授だったりするわけです

よ。

A;わからんもんですな。

B;さてこの後一月二月とこのシリーズ続けたんで

すが，それはまた機会があったらということにし

たいと思います。

A;パート3をやるということですか。

B;わかりませんね。現在のところ，流動的です

ね。

A;では。

B;では。アリアリアリアリアリアリアリーヴェ．

デルチ！（さよならだ｡)
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